
jsp?tutId=3,	（参照	2011︲11︲01）.
（11）パブリックドメインの電子書籍（「公版書」）には貸出期間

が設定されていないため、無期限に借りることができる。
（12）EPS を利用するためには国家図書館の「單一登入入口網站

會員」（シングルサインオンアカウント）を取得する必要
がある。日本からでも国家図書館のウェブサイト（以下の
URL）から取得することが可能である。
“國家圖書館「單一登入入口網站」會員服務規範”.	國家圖書
館・臺灣廣域數位圖書館.
h t t p : / /www .nc l . e du . tw/sp . a sp ?xdur l=member/
userRegisterLaw.asp,	（参照	2011︲11︲01）.

（13）“新手上路”.	國家圖書館數位出版品平台系統.
ht tp : //ebook .nc l . edu . tw/webpac/ebookTutor i a l .
jsp?tutId=5,	（参照	2011︲11︲01）.

（14）“國圖電子書親子用 iPad 在家看”.	聯合新聞網.	2011︲08︲24.
http://mag.udn.com/mag/campus/storypage. jsp?f_
MAIN_ID=87&f_SUB_ID=327&f_ART_ID=338377,	（参照	
2011︲11︲01）.

（15）“NCL	Reader	 for	 iPad	on	 the	 iTunes	App	Store”.	Apple.	
2011︲08︲19.
h t t p : / / i t u n e s . a p p l e . c o m / u s / a p p / n c l r e a d e r /
id422802099?mt=8&ls=1,	（accessed	2011︲11︲08）.

（16）『牡丹亭還魂記』の EPS の書誌は以下で見ることができる。
牡丹亭還魂記.	 國家圖書館數位出版品平台系統.	http://
ebook.ncl.edu.tw/webpac/bookDetail.jsp?id=1300,	（ 参 照	
2011︲11︲01）.
なお、国家図書館の古典籍のデジタルアーカイブデータベー
スである古籍影像檢索系統での牡丹亭還魂記の書誌は以下
で見ることができる。
詳目式 詢結果.	古籍影像檢索系統.
h t t p : / / r a r e b o o k . n c l . e d u . t w / r b o o k / h y p a g e .
cgi?HYPAGE=search/search_res.hpg&sysid=15096&v=,	

（参照	2011︲11︲01）.
（17）2011 年 11 月 1 日現在。詳細検索で検索項目「出版社」、キー

ワード「國家圖書館轉製」で確認した件数。
詢結果.	國家圖書館數位出版品平台系統.

http ://ebook .nc l . edu . tw/webpac/bookSearchList .
jsp?search_field=PU&search_input=%E5%9C%8B%E5%A
E%B6%E5%9C%96%E6%9B%B8%E9%A4%A8%E8%BD%
89%E8%A3%BD+&showtuple=10&sort_field=OPN&order
=0&searchtype=0&phonetic=0&startYear=&endYear=&l
ang=&collection=,	（参照	2011︲11︲01）.

（18）“國圖電子書親子用 iPad 在家看”.	聯合新聞網.	2011︲08︲24.
http://mag.udn.com/mag/campus/storypage. jsp?f_
MAIN_ID=87&f_SUB_ID=327&f_ART_ID=338377,	（参照	
2011︲11︲01）.

（19）鄭秀梅.	 “以讀者需求規劃之電子書閱覽服務”.	國立政治大學
圖書資訊與檔案學研究所.	2010︲11︲05.
h t tp : //www. l i a s . nccu . edu . tw/v ideo/wp -content/
uploads/2010/11/1-4.pdf,	（参照	2011︲11︲01）.

（20）台湾では「數位典藏與數位學習國家型科技計畫	」（Taiwan	
e-Learning	and	Digital	Archives	Program；TELDAP）と
いうデジタルアーカイブプロジェクトが全台湾的といって
よい規模で進められている。前身のプロジェクトである「數
位典藏國家計畫」（National	Digital	Archives	Program）

（2002︲2008 年）を含めると開始から 10 年が経過しており、
すでに台湾の各機関では大量のデジタルアーカイブが作成
されている。その TELDAP では少しずつではあるが、プ
ロジェクトの成果であるデジタルアーカイブのコンテンツ
を電子書籍（EPUB 形式）として公開する試みを開始した。
デジタルアーカイブのコンテンツを電子書籍化して提供す
る試みが国家図書館と TELDAP で並行して進められてい
るが、今後、この 2 つの動きがどのように進展していくの
か注目される。
數位典藏與數位學習國家型科技計畫.
http://teldap.tw/,	（参照	2011︲11︲01）.
數位典藏國家計畫.	http://www.ndap.org.tw/,	（参照	2011︲
11︲01）.
網上書上網─數位典藏與學習電子書庫.	
http://ebook.teldap.tw/,	（参照	2011︲11︲01）.

CA1760■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
デジタル化資料の共同リポジトリ

HathiTrust
―図書館による協同の取り組み

はじめに
　米国の大学図書館等が共同で運営しているデジタル
化資料のリポジトリ HathiTrust（1）は、ミッションとし
て「人類の知識の記録の収集・組織化・保存・伝達・
共有により、公益に貢献すること」（2）を掲げ、2008 年
に運営が開始された。その活動は、単なる保存だけで
なく、他システムとの連携、印刷資料の管理支援、著
作権調査等、多岐にわたっている。本稿では、その概
要や最近の動向を紹介する。

1. HathiTrust の概要
　HathiTrust は、ミシガン大学とインディアナ大学を
含む米国中西部の大学コンソーシアムの 13 大学、カ
リフォルニア大学、バージニア大学により 2008 年 10
月から運用が開始された。その後、参加機関数は着実
に増加し、2011 年 10 月現在で 58 機関となっている（3）。
ハーバード大学やイェール大学等の米国の主要な大学
の図書館に加え、ニューヨーク公共図書館、米国議会
図書館（LC）、スペインのマドリード・コンプルテン
セ大学も参加している。
　後述のように、コンテンツの大半は Google ブック
スプロジェクトでデジタル化された HathiTrust 参加
館の蔵書であるが、カリフォルニア電子図書館のクリ
ステンソン（Heather	Christenson）氏は、Google の
プロジェクトとの違いとして、長期保存への取り組み
を正式に表明していることや、図書館が保持してきた
価値（保存、品質、プライバシー、アクセス等）を奉
じていることを挙げている（4）。また、電子資料の保存
プロジェクトである Portico や CLOCKSS との違いと
して、対象が出版社のデータによる電子資料ではなく
デジタル化した資料であること、雑誌の廃刊等のトリ
ガーイベント発生時のみ利用可能となるダークアーカ
イブではなく（著作権法の範囲内で）資料を公開して
いるライトアーカイブであること、出版社と提携して
いるのではなく図書館のみによる取り組みであること
を挙げている。同氏は、HathiTrust は「図書館による
図書館のための電子図書館」（5）であるとしている。
　ガバナンスは、意思決定機関である執行委員会

（Executive	Committee）と方針・計画等を検討する戦
略的諮問委員会（Strategic	Advisory	Board）から成っ
ており、その下に、課題に応じた委員会やワーキング
グループ等が設立されている。運営費（6）は参加館の拠
出によっており、各館の拠出額の算出方法は主として
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預けている資料の量に基づいているが、2013 年からは、
その図書館が所蔵する印刷資料と HathiTrust 内の資
料との重複等を勘案した新しい算出方法が導入される
予定である（7）。

2. コンテンツの保存と利用
2.1. コンテンツの概要
　2011 年 10 月現在の登録資料数は約 970 万点で、図
書資料が約 520 万タイトル、雑誌資料が約 26 万タイ
トルとなっている（8）。登録機関別のコンテンツ数は
表のようになっており、Google ブックスプロジェク
トの提携機関によるコンテンツが大半となっている。
Google によるデジタル化ファイルを HathiTrust で使
用できるのは、各機関と Google の契約内容に、作成
したファイルのコピーをその機関に渡すことや、図書
館による共同リポジトリへの登録を可能にすること
が含まれているためである（9）（10）。その他に、Internet	
Archive によりデジタル化された資料や、参加館が独
自にデジタル化した資料も受け入れられている。

　コンテンツの言語別の構成では、英語が 48％と約半
数を占めるが、ドイツ語 9％、フランス語 7％、スペ
イン語 5％、中国語 4％、ロシア語 4％、日本語 3％等、
英語以外の資料も多く含まれている（12）。年代別では、
1960 年代から 1990 年代のものが約 50% を占め、2000
年代のものも約 10％含まれている（13）。

2.2. 受入、保存、利用
　コンテンツの受入・保存・利用等のプロセス（14）は、
OAIS 参照モデル（CA1489 参照）に準拠しており、

2011 年 3 月には、研究図書館センター（CRL）から、
信頼できるリポジトリとしての認証（TRAC）を受け
ている（15）。コンテンツはミシガン大学のサーバで受け
入れられた後にインディアナ大学のサーバにコピーさ
れ、さらに磁気テープでのバックアップも行われてい
る。
　データの投入は、書誌データとコンテンツに分けて
実施される。各コンテンツは、画像、OCR のデータ、
メタデータを基本のパッケージとして保存される。主
な画像フォーマットとして JPEG、JPEG2000、TIFF
が使用され、メタデータは METS や PREMIS データ
辞書（CA1690 参照）に準拠したものとなっている（16）。
そのパッケージとは別に、書誌データと権利情報の
データがそれぞれデータベースで管理される。権利情
報については、出版年等による自動判定を基本として、
資料ごとの利用の可否や条件等が設定される（17）。
　Google ブックスについてはメタデータの不備が指摘
されたが（18）、HathiTrust は図書館が作成したメタデー
タを基にしている。また、画像についても、品質の確
認作業や、博物館・図書館サービス機構（IMLS）の
資金による品質向上のためのプロジェクトが実施され
ている（19）（20）。
　利用者からのアクセスがあった際には、PageTurner
というアプリケーションにより、画像データと OCR
のテキストデータが引き出され、画像は提供用フォー
マット（PNG または PDF）に変換して表示される。
同時に、書誌データや権利情報のデータも抽出され、
それに基づき書誌情報の表示や利用の可否の判断が行
われる。
　受け入れた OCR のテキストデータを用いて全文検
索用のインデックスが作成され、著作権保護期間内の
資料も含めて、全文検索が可能となっている。全文が
公開されている資料の場合は、検索結果として該当
ページ番号と検索語を含む数行（スニペット）が表示
されるが、著作権保護期間内で非公開の資料の場合は、
該当するページ番号のみが表示される。
　その他の機能として、利用者が HathiTrust 内の
資料を選択して独自のコレクションを作成できる
Collection	Builder という機能がある。また、参加館に
所属する視覚障害者等は、著作権保護期間内の資料も
利用可能となる予定であるが、そうした、対象者の確
認が必要なサービスの提供に際しては、Shibboleth 認
証システム（CA1736 参照）が使用されている（21）。

2.3. 外部連携・データの活用
　HathiTrust は保存だけでなくアクセスも重視して
いることから、コンテンツの発見可能性を高めるため
の取り組みに力を入れている（22）。メタデータは、書

表　機関別の登録コンテンツ数（2011年10月1日現在）

機関名 コンテンツ数

ミシガン大学※ 4,446,510

カリフォルニア大学※ 3,144,989

ウィスコンシン大学※ 505,242

コーネル大学 368,256

ニューヨーク公共図書館※ 259,165

プリンストン大学※ 248,916

インディアナ大学※ 186,195

マドリード・コンプルテンセ大学※ 108,344

ミネソタ大学※ 88,595

米国議会図書館 73,642

その他 13 大学 272,436

計 9,702,290

※は Google ブックスプロジェクトとの提携機関
出典：Update on October 2011 Activities（11）の表を基に作

成。
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誌 API、データ API、OAI-PMH、タブ区切りファイ
ルの形式で提供されており（23）、他機関のシステム等で
HathiTrust のコンテンツが検索・利用されている（24）。
2011 年 1 月には、OCLC の WorldCat	Local を用いた
検索システムのプロトタイプが公開され、HathiTrust
内の資料について WorldCat の詳細な書誌情報を利
用することができるようになった（25）。また、Serials	
Solutions 社、OCLC、EBSCO 社のそれぞれのディス
カバリシステムからも HathiTrust 内の資料の全文検
索が可能になる予定である（26）。
　また、2011 年 4 月には、インディアナ大学とイリノ
イ大学により「HathiTrust リサーチセンター」が設立
された（27）。リサーチセンターでは、両大学のコンピュー
タ設備等を用いて、HathiTrust のコンテンツを対象に
テキストマイニング等の「非消費的研究」（28）が行われ
る。パブリックドメインの資料を対象にした、研究者
による利用が想定されている。

3. 印刷資料の共同管理の支援
　HathiTrust の目標の一つに、資料の共同管理を支援
することで印刷資料の管理にかかるコストを削減する
ことがある（29）。つまり、デジタル化資料を活用するこ
とで、利用頻度の低い印刷資料を共同保存に移すこと
ができるのではないかということである。
　2011 年 1 月に刊行された OCLC のレポートは、
HathiTrust、既存の印刷資料リポジトリ、大学図書
館の所蔵状況を比較・分析することで、その可能性を
探ったものである（30）（E1137 参照）。レポートでは、北
米研究図書館協会（ARL）加盟各館と HathiTrust で
の図書資料の重複状況を比較し、館ごとの重複率の中
央値は 2009 年 6 月時点の 20％から 2010 年 6 月時点
では 30％に上昇しており、今後さらに上昇する見込
みとしている（31）。しかし、現状での HathiTrust によ
る印刷資料の代替については、多くの館で所蔵してい
る古いレファレンスブックや政府資料等はデジタル化
資料で代替できるとしながらも、HathiTrust で全文
が閲覧できるパブリックドメインの資料は古い年代の
ものが大半であり、それらのみでは大学図書館のコレ
クションを反映したものとはならないとしている。レ
ポートでは、既存の印刷資料リポジトリの現状等から、
図書資料の大規模な共同管理がすぐ実現するわけでは
ないが、それが実現した場合は書庫スペースや費用に
関して大きなメリットがあるとし、その実現に向けた
HathiTrust の貢献を指摘している。
　HathiTrust では、参加館での印刷資料の所蔵状況の
データベースを構築する作業が行われている（32）。その
背景として、（1）新たな拠出額計算において各館の所
蔵する印刷資料と HathiTrust 内の資料との重複が勘

案されること、（2）今後実施が予定されている孤児著
作物プロジェクト（後述）や視覚障害者等によるデジ
タル化資料の利用がその館での印刷資料の所蔵を前提
としていることとともに、（3）参加館全体での蔵書構
築や資料管理を促進することが示されている。さらに、
HathiTrust 自身が分散型の印刷資料の共同リポジトリ
を運営するという案が、2011 年 10 月の HathiTrust の
総会（後述）で承認された（33）。HathiTrust の参加館（ま
たはその提携機関）による複数の保管施設が協定を結
び、HathiTrust 内のデジタル資料と対応する印刷資料
を保存しようとするもので、今後、方針や運営計画等
が検討される。

4. 著作権に関する問題
4.1. コンテンツの著作権の状態
　ミシガン大学は、IMLS の資金援助により、2008
年 12 月から、HathiTrust 内の資料の著作権の状態
を調査する著作権レビュー管理システム（Copyright	
Review	Management	System：CRMS）という取り組
みを開始し、1923︲1963 年刊行の資料について調査を
行っている（34）。2011 年 11 月 1 日時点で約 17 万点が
調査され、そのうち約 8 万 7 千点がパブリックドメイ
ンであると判明し、それらの資料の全文も HathiTrust
で公開されている（35）。全体では、パブリックドメイン
のものは約 27％（約 260 万点）とされている（36）。
　著作権に関しては、著作権保護期間内でありながら
著作権者が特定できず利用等の許諾を取ることができ
ない「孤児著作物」（orphan	works）の扱いが問題となっ
ている。HathiTrust のエグゼクティブディレクターで
あるミシガン大学図書館のウィルキン（John	Wilkin）
氏は、上記の CRMS の結果を踏まえ、HathiTrust の資
料全体での孤児著作物の割合の推計を行っている（37）。
この推計は、おおまかな仮定に基づく部分がある点等
に注意が必要であるが、推計結果として、パブリック
ドメインのものが 28％、著作権保護期間内で著作権者
を特定できるものが 22％、そして残りの 50％が孤児
著作物（資料数では 250 万点、そのうち 80 万点が米
国のもの）という数字を示している。また、出版年代
が新しいほど孤児著作物の割合は少なくなるが、出版
点数が増加しているため孤児著作物の数は多くなると
いう点も指摘している。

4.2. 孤児著作物プロジェクト
　孤児著作物プロジェクトは、ミシガン大学が 2011
年 5 月に開始した取り組みで、その後、カリフォルニ
ア大学やコーネル大学等も参加を表明している（38）（39）。
CRMS により著作権保護期間内とされた資料を対象に
著作権者の調査を行い、著作権者が特定できなかった
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ものを「孤児著作物候補」としてリストを公開し、リ
スト公開後一定期間内に著作権者が判明しなかった
場合は孤児著作物とみなして HathiTrust 内のデジタ
ル化資料の利用を開始するというプロジェクトであ
る。利用は該当資料の印刷資料を所蔵している（また
は所蔵していた）大学の関係者に限られ、同時にアク
セスできるのはその大学での印刷資料の所蔵数と同
じ人数となる（40）。ミシガン大学のクーラント（Paul	
Courant）図書館長は、この取り組みは米国著作権法
のフェアユース規定に該当するもので、対象となる作
品の多くは学術資料であり、利用を開始したとしても
経済的な損失を与えないだけでなく、むしろ利用を
しないことが学術的に損失であると主張している（41）。
2011 年 10 月以降に第一弾として百数十点の資料の利
用が開始される見込みであったが、2011 年 9 月に米国
の著作者団体から著作権調査の不備を指摘されたこと
を受けて利用開始は延期され、調査プロセスの再検討
等が行われている（42）。

4.3. 著作者団体等による訴訟
　2011 年 9 月 12 日、 米 国 の 著 作 者 団 体 Authors	
Guild、オーストラリアとカナダの著作者団体、及び
8 名の作家が、HathiTrust 及びミシガン大学等 5 大学
に対して著作権侵害で訴訟を起こした（43）（44）。原告は、
HathiTrust が Google との提携で著作権保護期間内の
資料を著作権者の許諾を得ずにデジタル化しているこ
と等を問題視し、著作権法で認められる場合以外の許
諾のない複製・配布・表示の中止、孤児著作物プロジェ
クトの中止、著作権保護期間内の作品のデジタルファ
イルの没収等を求めている（E1217参照）。この訴訟が、
孤児著作物の扱いに関して、米国でこれまでにも動き
がありながら実現していない法制化も含め、どのよう
な影響を与えるかも注目されている（45）。

5. 開始から 3 年間の総括と今後
　HathiTrust の運用開始からちょうど 3 年となる 2011
年 10 月に、初めての総会（Constitutional	Convention）
が開催された。
　総会に先立ち作成された3年間の活動レビューでは、
参加館からの意見として、「Google 独占」に代わる選
択肢であることや研究図書館コミュニティによる取り
組みであることを評価する意見とともに、今後の方針
等について情報提供の必要性や、特定の機関や人への
依存が大きいことによる持続可能性への懸念等が示さ
れていた（46）。総会での議案討論においては、協同体制
を維持しながらも、ガバナンスやプロジェクト管理等
の強化に向けた変更が決定された（47）。
　総会でのプレゼンテーションにおいて、ウィルキン

氏は、これまでの主な成果として、TRAC の認証、全
文検索の実現、リサーチセンターの設立の 3 点を挙げ
るとともに、今後の取り組みとして、ボーンデジタル
資料の収録、HathiTrust のシステムからのオープンア
クセスの出版物の刊行、著作権保護期間内の資料の法
律の範囲内での利用拡大等を挙げた（48）。
　ウィルキン氏は、図書館がそれぞれの能力を発揮し
ながら共通の課題に取り組んでいる HathiTrust は協
同の素晴らしい例だとして、プレゼンテーションを
締めくくった。協同の価値を重視しながら進化する
HathiTrust の動向が引き続き注目される。

（関西館図書館協力課：田
た

中
なか

　敏
さとし

）
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